
故
青
木
桂
二
さ
ん

（剣
在
住
）
が

遺
さ
れ
た
、
大
正
七
、
八
年

（
一
九

一
八
～

一
九
）
ご
ろ
の
中
剣
以
南
の

図
面
を
紹
介
し
た
い
と
思
う
。

こ
れ
は
青
木
桂
二
さ
ん
が
満
六
五

歳
の
、
昭
和
五

一
年

（
一
九
七
六
）

一
月
に
、
大
昭
七
、
八
年

（
一
九

一

人
、　
一
九
）
こ
ろ
の
中
、
下
剣
地
区

の
屋
号

。
所
在
を
、
記
憶
を
た
ど
り

な
が
ら
書
か
れ
た
地
図
で
あ
る

（竪

五
五
彙
ン
×
横

一
七
三
彙
ン）
Ｏ
興
味
深

い
記
録
が
、
此
処
彼
処
に
あ
る
。

ま
ず
家
の
所
在
で
あ
る
。　
一
軒

一

軒
屋
号
を
添
え
て
、
丹
念
に
記
録
さ

れ
て
い
る
。
現
状
し
か
知
ら
な
い
者

に
と
っ
て
は
、
百
年
近
く
以
前
の
様

子
は
想
像
を
超
え
た
も
の
が
あ
る
。

勿
論
鉄
道
は
ま
だ
敷
設
さ
れ
て
い

な
い
。
道
路
も
主
な
も
の
は
、
県
道

（現
在
の
旧
道
）
と
下
街
道
で
、
次

の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。
「県
道
の
直

線
で
有
名
。
現
在
の
下
剣
現
丸
屋
付

近
か
ら
上
剣
畑
中
長
四
郎
宅
ま
で
、

直
線
約
ニ
キ
ロ
、
歩
む
人
は
見
透
し

よ
く
て
歩
む
こ
と
を
辛
く
思
っ
た
そ

う
だ
。
五
〇
米
―
五
〇
米
ご
と
に
、

八
幡
―
白
鳥
間
の
電
信
電
話
の
木
柱

が
道
の
路
肩
に
立
つ
。
人
達
は
電
信

棒
と
よ
ぶ
。
冬
の
雪
道
を
下
駄
で
歩

む
時
は
、
こ
の
根
元
を
下
駄
先
で
け

り
な
が
ら
、
下
駄
の
雪
を
落
と
す

・

―

。
―
」

○
大
正
七
年
、
上
之
保
水
力
電
気
株

式
会
社
設
立
。

社
長
　
野
田
光
次
郎
、
出
力
二
〇
馬

力
、
タ
ー
ビ
ン
発
電
、
灯
火
用
、
発

電
所
名
皿
部
、
電
工
佐
藤
佐

一
郎

・

加
藤
京
次
郎
、
集
金
係
河
合
治
助
。

○
大
正
八
年
２

九

一
九
）
剣
消
防
団

設
立
。
組
頭
野
田
光
次
郎
、
副
組
頭

山
田
銀
助
、
小
頭
佐
藤
米
次
郎

・
佐

藤
増
次
郎
ガ
ソ
リ
ン
ポ
ン
プ
。

八
幡
の
大
火
に
は
、
剣
の
消
防
隊

は
新
鋭
ガ
ソ
リ
ン
ポ
ン
プ
で
大
変
な

働
き
で
、
町
民
に
喜
ば
れ
た
。

○
校
歌
制
定
　
松
野
数
代
校
長
作

一
、
清
き
流
れ
の
上
保
川

水
の
力
で
燈
す
灯
は

光
あ
ま
ね
く
か
ゞ
や
き
て

栄
え
行
く
様
の
た
の
も
し
さ

二
、
村
も
弥
富
も
学
び
の
舎

そ
の
名
に
恥
じ
ぬ
心
も
て

つ
と
め
は
げ
め
よ
諸
共
に

清
き
流
れ
を
流
さ
な
ん

記
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
の

一
端
を

取
り
上
げ
て
み
た
。
こ
の

一
枚
か
ら
、

私
た
ち
は
当
時
の
剣
地
区
の
自
然

・

文
化

・
民
俗
な
ど
多
く
の
貴
重
な
資

料
を
得
る
こ
と
が
出
来
る
。

（撮
影
　
白
鳥
町
大
坪
良
彦
氏
）

先
輩
の
贈
り
物
に
感
謝

会

長

佐

藤

光

|
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大
和
町
観
音
堂
石
仏
の
こ
と

～
信
州
高
遠
の
石
工
の
足
跡
を
訪
ね
る
～

日

置

智

夫

子
供
の
頃
よ
り
馴
れ
親
し
む
観
音

堂
。
こ
こ
に
三
十
三
体
の
石
仏
が
あ

り
、
附
近
の
石
仏
と
は
違

っ
て
い
る
。

誰
が
造

っ
た
物
な
の
か
と
作
者
を
知

り
た
く
思
う
よ
う
に
な
り
、
各
地
の

石
造
物
を
見
て
廻
る
う
ち
に
、
郡
上

の
中
で
五
ヶ
所
に
、
そ
れ
ら
し
き
足

跡
を
見

つ
け
た
。
石
造
物
は
、
い
ず

れ
も
作
者
名
が
無
い
の
が
普
通
で
、

唯

一
、
美
並
町
の
星
宮
神
社
に
て
、

石
工
守
屋
甚
内
将
当
盈
と
名
前
が
刻

ま
れ
て
い
る
の
を
見
付
け
た
。
市
内

五
ヶ
所
を
時
代
を
追

っ
て
示
す
と
次

の
よ
う
に
な
る
。

最
初
は
、
自
鳥
町
長
瀧
寺

の
宝
医

印
塔
。
天
保
四
年

（
一
八
三
三
）
石

工
信
州
甚
内
親
子
と
搭
の
前
の
プ
レ

ー
ト
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
横

一
。

二
五
屑

×
高
さ

一
。四
五
房

の
石
組

み
の
上
に
、
約
五
メ
ー
ト
ル
は
あ
ろ

う
宝
医
印
塔
で
、
圧
倒
さ
れ
る
思
い

の
石
造
物
で
あ
る
。
こ
れ
を
造
る
の

に
三
千
人
講
を
結
成
し
、
浄
財
を
集

め
、
天
保
四
年
に
造

っ
た
と
あ
る
。

当
時
宝
医
印
塔
は
礼
拝
供
養
す
れ

ば
、
生
き
て
い
る
間
は
災
害
を
免
れ
、

必
ず
極
楽
に
生
ま
れ
変
わ
る
と
云
わ

れ
、
こ
の
様
に
多
数
の
作
善
が
行
わ

れ
た
。

次
に
大
和
町
観
音
堂
三
十
三
観

目
が
尊
像
で
あ
る
。　
一
番
様
と
三
十

三
番
様
は
大
き
く
、
横
四
十
彙
ン
益
局

さ
八
十

彙
ン
前
後
で
あ
る
。
こ
の
外

は
、
下
の
四
角
型
は
、
横
四
十
彙
ン
×

高
さ
十
九

彙
ン、
円
形
の
四
彙
ン
の
凸

起
、
蓮
座
は
四
十
四
彙
ン
益
局
さ
十
四

彙
ン０
尊
像
は
六
十
六

オ
ン
～
六
十
七

彙
ン０　
一
体
に
つ
き
三
個
の
石
材
の
組

み
合
わ
せ
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
九

十
九
個
の
石
を
使
用
し
た
こ
と
に
な

る
。
他
の
地
方
の
石
仏
は
、
尊
像
と

蓮
座
は

一
体
に
彫
ら
れ
て
お
り
、
こ

の
様
な
造
り
方
は
稀
で
あ
る
。
な
お
、

現
在
の
石
工
に
見
て
も
ら
つ
た
ら
、

石
材
は
長
良
川
の
石

（玄
武
岩
）
と

の
こ
と
で
あ
る
。
尊
像
は
他
に
比
べ

て
一
廻
り
大
き
く
、
頭
部
の
飾
り
は

蕨
紋
に
菱
の
連
な
り
で
あ
る
。
瞳
は

細
長
く
横

一
文
字
、鼻
筋
は
細
長
く
、

藤
光

一

υ

唇
は
小
さ
く
Ｖ
型
で
、
衣
文

は
図
案
化
さ
れ
て
い
て
美
し

い
。こ

の
頃
西
国
三
十
三
観
音

巡
礼
の
出
来
な
い
人
達
の
た

め
に
、
こ
の
様
な
石
仏
が
各

地
に
造
ら
れ
た
。
観
音
堂
は

天
保
十
四
年

（
一
八
三

一
）

荒
廃
し
て
い
た
お
堂
の
跡
地

を
、
剣
村
大
間
見
村
の
有
志

に
よ
つ
て
再
建
さ
れ
た
。
こ

の
辺
の
事
は
会
報

「文
化
財

や
ま
と
」
第
三
十
二
号

（平

成
十
九
年
六
月
発
行
）
の
佐

さ
ん
の
記
事
を
参
照
さ
れ
た

こ
の
観
音
堂
の
参
道
を
上
り
詰
め

た
と
こ
ろ
に
あ
る
古
墓
群
に
は
、
宝

医
印
塔
の
残
欠

一
基
、
五
輪
塔
十
二

基
、
寄
せ
集
め
ら
れ
た
円
型
の
水
輪

十
二
個
、
火
輪
三
個
、
い
ず
れ
も
花

商
岩
で
造
ら
れ
て
お
り
、
地
輪
三
十

彙
ン
×
二
十
八
彙
ン、
水
輪
二
十
オ
ン
×
十

七
彙
ン、
火
輪
十
五
彙
ン
×
十
七
彙
ン、
風
・

空
輪
は
、
二
十
五
彙
ン
×
十
七
彙
ン
と
、

他
に
二
・
三

彙
ン
の
小
さ
い
物
の
二

種
類
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
お
そ
ら

く
大
和

・
京
都

。
近
江
の
産
で
、
関

西
か
ら
運
ば
れ
た
も
の
と
思
わ
れ

Ｚ一
。こ

の
場
所
に
立
ち
、
大
き
な
礎
石

が
幾

つ
も
残
さ
れ
て
い
る
の
を
見
る

と
、
こ
こ
に
七
堂
伽
藍
が
あ

っ
た
と

云
わ
れ
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
『大

和
町
史
』
に
も
鎌
倉

・
室
町
時
代
と

記
載
さ
れ
て
い
る
懸
仏
や
金
銅
仏
、

陶
片
な
ど
の
出
土
品
が
あ
る
。
文
永

八
年

（
一
二
七
二
）
長
瀧
寺
が
焼
失

し
、
多
く
の
焼
け
出
さ
れ
た
僧
侶
た

ち
が
こ
の
山
に
住
み
、
大
般
若
経
の

写
経
を
し
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
、

な
ど
と
思
い
を
馳
せ
る
。
残
念
な
が

ら
、
こ
の
観
音
堂
の
記
録
は

一
切
な

い
と
の
こ
と
。
そ
の
後
弘
化
三
年
貧

八
五
〇
）
大
間
見

・
剣
両
村
の
有
志

が
観
音
像
二
体
の
建
立
を
藩
庁
に
願

い
出
て
、
三
十
三
観
音
像
を
建
立
し

た
。
そ
の
た
め
、
藩
庁
よ
り
二
体
を

除
く
三
十

一
体
の
撤
去
と
、
過
料
三

貫
文
が
申
し
付
け
ら
れ
て
い
る
。
七

番
様
と
十
七
番
様
は
作
風
が
よ
く
似

て
い
る
の
で
。
代
官
所
に
申
請
し
た

時
の
二
体
か
と
思
わ
れ
る
。

次
は
、
福
井
県
穴
馬
の
十

一
面
観

①長瀧寺の宝筐印塔
チウ四 が 高 高 角 は ま ○ 音

段 六 径 起 に × 四 名 刻 五

②剣観音堂の十一面観音

③穴馬の十一面観音
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音
立
像

一
体
。
や
は
り
作
者
名
は
無

い
。
横
四
十
彙
ン
×
高
さ
九
十
六
彙
ン
と

尊
像
は
大
き
く
、
蓮
座
直
五
十
六
彙
ン

×
高
さ
十
六
彙
ン、
茶
色
の
砂
岩
。
尊

像
は
玄
武
岩
で
造
ら
れ
て
い
る
。
尊

像
の
頭
部
の
飾
り
は
大
和
町
の
も
の

と
同
じ
く
、
蕨
紋
と
菱
の
連
な
り
が

あ
り
、
顔
も
瓜
実
顔
で
美
し
い
。
衣

文
や
す
べ
て
が
大
和
町
の
も
の
よ
り

も
デ
フ
オ
ル
メ
さ
れ
て
い
る
の
で
、

大
和
町
の
観
音
を
造

っ
た
後
で
の
会

心
の
作
と
思
わ
れ
る
。
国
道

一
五
八

号
線
を
、
油
坂
を
超
え
て
市
布
の
標

識
を
少
し
下

っ
た
所
の
右
手
に
原
家

の
墓
地
が
あ
り
、
そ
の
中
に
鉄
製
の

祠
に
安
置
さ
れ
て
い
る
。
原
家
は
上

穴
馬
の
大
庄
屋
を
代
々
に
わ
た

つ
て

務
め
た
家
柄
だ

っ
た
と
か
。
約
五
十

年
前
に
、
人
々
の
暮
ら
し
と
共
に
ダ

ム
の
底
に
沈
ん
だ
。
ま
だ
石
仏
た
ち

が
あ

つ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
今
は

な
す
す
べ
も
な
い
。
こ
の
墓
標
は
子

孫
の
人
達
に
よ

っ
て
移
さ
れ
、
お
守

り
さ
れ
て
い
る
の
か
、
い
つ
も
花
が

手
向
け
ら
れ
て
い
る
。

八
幡
町
安
久
田
に
地
蔵
書
薩
が

一

体
あ
る
。
国
道

一
五
六
号
線
か
ら
安

久
田

へ
行
く
途
中

の
峠
右
手
に
あ

り
、
横
二
十
彙
ン
益
局
さ
五
十
彙
ン
と
小

さ
く
、
玄
武
岩
の
荒
い
石
で
刻
ま
れ

て
い
る
。
雰
囲
気
が
穴
馬
の
十

一
面

観
音
と
よ
く
似
て
い
る
。
赤

い
顔
料

が
少
し
残

っ
て
い
て
可
愛
ら
し
い
。

穴
馬
の
仕
事
を
終
え
て
、
彼
ら
が
高

遠

へ
帰
る
途
中
に
、
そ

つ
と
置
い
て

行

っ
た
の
か
、
野
の
仏
に
相
応
し
い
。

木
製
の
小
さ
い
祠
に
安
置
さ
れ
て
い

フ一
。美

並
町
星
宮
神
社
（ほ
し
の
み
や
じ
ん
じ
↓

の
燈
籠

一
対
。
嘉
永
四
年

（
一
八
五

一
）
石
工
守
屋
甚
内
将
盈
の
刻
名
が

あ
る
。
こ
れ
を
見
た
時
は
驚
き
、
且

つ
感
激
を
し
た
。
今
ま
で
に
見
て
来

て
疑
間
に
思
っ
て
い
た
こ
と
が

一
気

に
解
決
し
た
思
い
に
な
っ
た
。
長
瀧

寺
の
宝
医
印
塔
を
造
っ
て
か
ら
十
八

年
後
の
郡
上
で
の
仕
事
で
あ
る
。
礎

石
は

一
。
一
五

房

四
方
十
段
の
組

石
。
総
高
三

・
三
房
。
猫
足
の
上
に

四
角
型
の
竿
と
大
き
な
笠
が
乗
り
、

他
の
燈
籠
よ
り
も

一
段
と
大
き
く
優

雅
な
姿
で
、
高
速
の
石
工
の
気
概
を

礼
拝
供
養
」
と
見
事
な
文
字
。
長
瀧

と
同
じ
文
が
彫
ら
れ
て
い
る
。
三
段

の
石
組
み
の
上
に
、
高
さ
四
房
、
上

段
部
に
四
面
の
約
二
十

彙
ン
の
円
型

が
あ
り
、
そ
の
中
に
観
音
坐
像
が
四

体
彫
ら
れ
て
い
る
。
小
さ
い
が
、
同

様
に
頭
部
の
飾
り
が
蕨
紋
と
菱
の
連

な
り
で
、
ま
ぶ
た
も
細
長
く

一
文
字
、

唇
も
Ｖ
型
で
良
く
似
て
い
る
。
相
輪

か
ら
銅
製
の
飾
り
が
付
け
ら
れ
、
笠

の
四
隅
に
は
釣
燈
籠
が
あ
り
、
当
時

は
キ
ラ
キ
ラ
と
輝
き
、
美
し
く
映
え

て
い
た
こ
と
と
思
う
。
こ
の
様
に
飾

り
を
付
け
ら
れ
た
宝
医
印
塔
は
見
た

記
憶
が
な
い
。
高
さ
四
屑

と
、
長
瀧

寺
よ
り
も
小
さ
い
が
、
洗
練
さ
れ
た

美
し
さ
を
感
じ
る
。

以
上
五
ヶ
所
の
特
徴
か
ら
、
守
屋

甚
内
親
子
の
菩
薩
の
頭
部
の
飾
り
、

蕨
紋

。
菱
の
連
な
り
は
、
彼
ら
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
の
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な

い
。
大
和
町
の
三
十
三
体
の
中
に
二

人
か
ら
三
人

の
技
が
見

て
取
れ
る

（親

上
二
人

の
子
）
。
当
時
信
州
高

速
の
石
工
は
、
旅
を
し
な
が
ら
各
地

に
石
造
物
を
造
り
、
技
を
競

っ
た
と

云
わ
れ
、
中
で
も
守
屋
貞
治
は
文
化
・

文
政
の
頃
に
美
し
い
石
仏
造
り
の
名

人
と
云
わ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
こ
の

頃
に
鵜
沼
を
中
心
に
、
県

（あ
が
た
）

一
族
と
云
う
石
工
集
団
が
あ
り
、
六

代
目
範
右
衛
門
と
そ
の
門
弟
達
が
、

中
濃

。
東
濃
か
ら
、
対
岸
の
大
山
に

か
け
て
活
躍
し
て
い
た
時
、
守
屋
甚

内
親
子
は
、
誰
よ
り
も
良
い
も
の
を

造
ろ
う
と
思

っ
て
い
た
に
違

い
な

い
。
剣
村

。
大
問
見
村
の
人
達
が
、

彼
ら
の
技
を
見
込
ん
で
、
浄
財
を
集

め
、
注
文
を
し
た
の
か
と
思
う
。
ま

た
、
長
瀧
の
宝
筐
印
塔
を
建
立
し
た

豪
潮
律
師
は
、
高
僧
と
し
て
諸
大
名

の
帰
依
を
受
け
て
い
た
が
、
晩
年
は

尾
州
徳
川
家
に
迎
え
ら
れ
て
、
全
国

に
八
万
四
千
基
の
宝
筐
印
塔
を
建
立

す
る
と
云
う
大
願
を
し
て
い
た
。
そ

の
中
の

一
基
が
長
瀧
寺
の
宝
医
印
塔

で
、
当
時
の
名
工
守
屋
甚
内
は
豪
潮

の
眼
鏡
に
か
な
う
仕
事
振
り
だ

っ
た

と
思
う
。

以
上
か
ら
大
和
町
観
音
堂
の
石
仏

は
、
誇
り
高
い
信
州
高
遠
守
屋
甚
内

親
子
に
よ

つ
て
造
ら
れ
た
と
思
う
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
素
晴
ら
し
い
名

品
で
あ
る
。

江
戸
時
代

の
中
期
元
禄
か
ら
宝

暦
、
寛
政
、
文
化
、
文
政
、
天
保
期
、

石
工
の
仕
事
が
全
国
に
広
が
り
、
石

仏
が
多
く
建
造
さ
れ
た
時
、
長
瀧
を

中
心
に
し
て
信
州
高
速
の
石
工
た
ち

が
足
跡
を
残
し
て
い
る
と
感
じ
る
。

こ
の

一
年
ば
か
り
、
郡
上
の
石
仏

を
尋
ね
歩

い
た
が
、
こ
の
外
に
ご
存

知
の
方
が
あ
れ
ば
、
お
知
ら
せ
頂
け

れ
ば
幸
せ
で
あ
る
。

感
ず
る
造
り
で
あ
る
。
同
じ
場
所
で
、

四
年
後
の
安
政
五
年

（
一
八
五
五
）
、

再
び
の
宝
医
印
塔
、
石
工
守
屋
将
盈

の
刻
名
が
あ
り
、
沢
山
の
寄
進
者
の

名
前
が
刻
ま
れ
て
い
る
が
、
寄
進
者

名
よ
り
も

言
段
上
に
自
分
の
名
前
を

刻
ん
で
あ
り
、
「能
於
此
搭

一
香

一
花

④星宮の宝筐印塔

⑤宝麓印塔上段の観音像⑥宝慶印塔作者の刻印
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春
季
日
帰
り
研
修

琵
琶
湖
遊
覧

（竹
生
島
０

と

湖
岸
の
古
刹
を
た
ず
ね
て

細

江

幸

久

四
月
十
九
日

（金
）
二
十
四
名
の

参
加
で
実
施

春
の
研
修
先
は
、
滋
賀
県
彦
根
市

の
五
百
羅
漢
天
寧
寺
、
竹
生
島
の
宝

厳
寺
、
向
厳
寺

（渡
岸
寺
）
観
音
堂

の
参
拝
と
琵
琶
湖
の
遊
覧
、
長
浜
市

内
散
策
で
あ

っ
た
。

天
寧
寺
は
、
井
伊
直
弼
公
の
父
で

あ
る
十

一
代
藩
主
、
井
伊
直
中
が
建

立
し
た
、
曹
洞
宗
の
寺
。
自
分
の
探

し
求
め
る
人
に
必
ず
出
会
え
る

「亡

き
親

。
子
供
に
会
い
た
く
ば
五
百
羅

漢
の
堂
に
籠
れ
」
と
い
っ
た
と
の
伝

承
で
広
く
知
ら
れ
て
い
る
五
百
羅

漢
。
案
内
書
に
は
、
文
政
二
年
２

八

一
九
年
）
の
春
、
男
子
禁
制
の
槻
御

殿

（現
在
の
楽
々
園
）
で
大
椿
事
が

持
ち
上
が
っ
た
。
奥
勤
め
の
腰
元
若

竹
が
、
お
子
を
宿
し
て
い
る
ら
し
い

と
い
う
風
評
が
広
ま
り
、
そ
れ
が
藩

主
の
耳
に
届
い
た
。
大
奥
の
取
り
締

ま
り
の
た
め
に
も
相
手
の
名
を
詰
問

し
た
が
、
口
を
硬
く
閉
ざ
し
て
相
手

を
明
か
さ
な
い
。
遂
に
は
不
義
は
お

家
の
法
度
で
あ
る
と
い
う
掟
に
よ
っ

て
御
手
打
ち
と
な
っ
た
。
後
に
な
っ

て
若
竹
の

相
手
が
長
男
直
清
で
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
り
、
直
中
公
も
不

知
と
は
い
え
若
竹
と
腹
の
子
（初
孫
）

を
葬

っ
た
こ
と
に
心
を
痛
め
追
善
供

養
の
た
め
京
都
の
大
仏
師
駒
井
朝
雲

に
命
じ
て
五
百
羅
漢
像
を
彫
ら
し
め

安
置
さ
れ
た
と
あ
る
。
仏
殿

（羅
漢

堂
）
内
に
は
、
本
尊
釈
迦
如
来

。
十

六
弟
子

・
十
六
羅
漢

・
五
百
羅
漢
の

併
せ
て
五
百
二
十
七
体
が
安
置
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
数
の
多
さ
に
圧
倒
さ

れ
た
。

隣
に
は
、
井
伊
直
弼
公
の
好
み
で

作
ら
れ
た
と
い
う
、
石
州
流
庭
園
と

遺
品
を
埋
葬
し
た
供
養
塔
が
建

っ
て

い
た
。

こ
の
日
は
琵
琶
湖
が
波
風
と
も
に

強
く
、
彦
根
港
の
遊
覧
船
の
出
航
が

危
ぶ
ま
れ
、
し
ば
ら
く
様
子
を
見
る

と
い
う
予
定
外
の
こ
と
も
起
き
た
。

運
行
が
決
ま
っ
て
竹
生
島
港
ま
で
の

航
海
は
、
ま
る
で
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス

タ
ー
の
よ
う
に
上
下
に
激
し
く
揺

れ
、
船
上
で
は
食
事
ど
こ
ろ
で
は
な

か
っ
た
。
み
ん
な
生
ま
れ
て
初
め
て

の
体
験
だ
っ
た
と
思
う
。

竹
生
港
に
到
着
し
た
と
き
は
ほ
っ

と
し
た
。
宝
厳
寺

へ
は
、
急
な
階
段

が
続
い
た
。
本
堂
に
は
本
尊
の
大
弁

財
天
と
、
観
音
堂
に
千
手
観
音
を
祀

る
。
日
本
三
大
弁
財
天
の
一
つ
。
そ

の
中
で
も
最
も
古
い
弁
財
天
。
そ
の

た
め
当
山
の
み
「大
」
の
字
を
つ
け
、

大
弁
財
天
と
称
し
て
い
る
。
開
山
時

（七
二
四
年
）
聖
武
天
皇
の
勅
命
を
う

け
、
僧
行
基
が
開
眼
し
た
。
本
堂
は

昭
和
十
七
年
再
建
。
国
宝
の
唐
門
は

秀
吉
が
建
て
た
大
坂
城
極
楽
橋
の
一

部
で
現
存
唯

一
の
大
坂
城
遺
構
で
、

京
都
東
山
の
豊
国
廟
極
楽
門
に
移
築

後
、
豊
臣
秀
頼
の
命
に
よ
り
竹
生
島

へ
移
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。桧
皮
葺
、

建
物
全
体
を
総
黒
漆
塗
り
と
し
た
上

に
金
塗
金
の
錫
金
具
が
散
り
ば
め
ら

れ
、
豪
華
絢
爛
と
言
わ
れ
た
桃
山
様

式
の
代
表
的
遺
構
で
あ
る
。
重
文
の

千
手
観
を
納
め
た
観
音
堂
は
、
西
国

三
十
三
所
観
音
霊
場
め
ぐ
り
の
三
十

番
札
所
で
古
く
か
ら
多
く
の
人
々
の

信
仰
を
集
め
て
い
る
。
次
に
海
津
大

崎
港
へ
向
か
っ
た
が
、
波
風
も
少
し

収
ま

っ
て
い
た
。

バ
ス
か
ら
眺
め
る
湖
岸
の
桜
は
満

開
で
、
私
た
ち
を
出
迎
え
て
く
れ
た
。

渡
岸
寺
観
音
堂
で
は
、
聖
武
天
皇
の

勅
願
に
よ
り
彫
ら
れ
た
と
伝
わ
る
国

宝
十

一
面
観
音
立
像
を
す
ぐ
日
の
前

に
四
方
か
ら
拝
観
で
き
た
。
優
美
な

十

一
面
観
音
立
像
は
日
本
彫
刻
史
上

の
最
高
傑
作
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。

観
音
さ
ん
の
優
し
い
お
顔
を
拝
観
で

き
て
船
の
揺
れ
の
恐
ろ
し
か

っ
た
こ

と
を
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。

最
後
に
長
浜
市
の
黒
壁
ス
ク
エ
ア

を
訪
れ
た
。
ガ
ラ
ス
館
で
ガ
ラ
ス
エ

芸
作
品
を
見
学
し
た
。

短
い
時
間
の
研
修
で
あ

っ
た
が
充

実
し
た

一
日
で
あ

つ
た
。

①天寧寺の五百羅漢像

②竹生島宝厳寺の唐門

③渡岸寺の本堂

④長浜黒壁スクエア



～
秋
季
日
帰
り
旅
行
～

紅
葉
深
ま
る
湖
東
三
山
め
ぐ
り
と

焼
き
物
の
町

・
信
楽
を
訪
ね
て

、

　

　

研
炉

贄

村

井

紀

幸

前
日
ま
で
は
天
気
が
懸
念
さ
れ
て

い
た
が
、
幸
い
好
天
に
恵
ま
れ
て
、

一
一
月

一
五
日
、多
賀
大
社
の
拝
観
、

湖
東
三
山
の
紅
葉
や
文
化
と
歴
史
の

探
訪
、
信
楽
の
狸
を
代
表
と
す
る
焼

き
物
を
堪
能
し
た
。
参
加
者
は
二
六

名
だ
っ
た
。

◆
多
賀
大
社
◆

「延
命
長
寿
」
の
神
様
と
し
て
信
仰

を
集
め
る
多
賀
大
社
。
檜
皮
葺
き
の

拝
殿
は
、
な
か
な
か
壮
麗
で
あ
る
。

こ
の
日
は
「大
宮
祭
」
の
当
日
で
、

黒
塗
り
の
高
級
車
か
ら
斎
服
姿
の
神

官
が
三
人

（内

一
人
は

「御
」
を
俸

持
）
が
降
り
立
っ
た
光
景
に
た
ま
た

ま
遭
遇
し
、
当
社
の
も
つ
格
式
の
高

さ
が
感
じ
ら
れ
た
。

◆
西
明
寺
◆

参
道
脇
に
造
ら
れ
た
名
勝
「蓬
莱
庭
」

は
、
立
体
感
の
あ
る
庭
園
全
体
に

様
々
な
仏
を
か
た
ど
つ
た
立
石
が
各

所
に
見
事
に
配
さ
れ
て
お
り
、
趣
が

あ
っ
た
。

山
頂
の
本
堂
と
三
重
塔

（鎌
倉
期

建
築
）
は
、
と
も
に
国
宝
で
、
折
し

も
圧
巻
の
紅
葉
で
お
お
わ
れ
て
い
た
。

◆
金
剛
輪
寺
◆

到
着
後
、
す
ぐ
に
境
内
の
化
び
た

食
事
処

「華
楽
坊
」
で
の
昼
食
と
な

り
、
旬
の
食
材
を
使

っ
た
滋
味
溢
れ

る
精
進
料
理
を
堪
能
し
た
。

湖
東
三
山
の
中
心
的
存
在
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
当
山
は
、
奈
良
時
代
に

行
基
が
開
山
し
た
寺
院
で
あ
る
。
秘

仏
で
あ
る
本
尊

「
聖
観
音
菩
薩
」
は
、

彼
が
彫
る
際
に
、
木
肌
か
ら

一
筋
の

生
血
が
流
れ
、
観
音
に
魂
が
宿

っ
た

と
い
う
言
い
伝
え
が
残
る
。

本
堂
や
重
文
の
三
重
塔
は
、
「血
染

め
の
紅
葉
」
と
呼
ば
れ
る
、
深
い
赤

と
黄
色
の
紅
葉
の
、
真

っ
盛
り
で
あ

っ
た
。

◆
百
済
寺
◆

聖
徳
太
子
の
発
願
で
百
済
国
の
梵

閣
龍
雲
寺
を
模
し
て
創
建
さ
れ
た
。

湖
東
三
山
最
古
の
寺
で
あ
り
、
参
道

の
磨
か
れ
た
漆
黒
の
石
段
や
両
脇
に

並
ぶ
石
仏
と
赤
い
前
掛
け
、
山
門
や

本
堂
を
包
む
真

っ
赤
な
紅
葉
な
ど

が
、
約
爛
豪
華
な
風
景
を
醸
し
出
し

て
い
た
。
本
坊

コ
暑
見
院
」
庭
園
は
、

鈴
鹿
山
脈
を
借
景
に
、
変
化
に
富
む

地
形
を
生
か
し
た
庭
園
で
、
「天
下
遠

望
の
庭
園
」
と
称
さ
れ
る
。
最
上
位

に
立
つ
と
、
遠
く
琵
琶
湖
も
遠
望
で

き
る
ほ
ど
で
、
合
点
が
い
っ
た
。

◆
信
楽
伝
統
産
業
館
◆

旅
の
最
後
は
、
甲
賀
市
信
楽
町
散

策
で
締
め
く
く
っ
た
。

産
業
会
館
で
は
、
信
楽
焼
の
歴
史

や
古
い
時
代
の
作
品
を
見
学
し
た
。

町
に
入
る
途
中
車
窓
か
ら
見
か
け
た

２
房
大
の
狸
に
も
驚
い
た
が
、
当
館

の
展
示
物
の
中
に
は
風
呂
桶
に
使
用

さ
れ
て
い
る
例
も
あ
り
、
思
わ
ず
目

を
見
張
っ
た
。

そ
の
後
、
各
々
自
由
行
動
で
の
散

策
と
な
っ
た
。
小
生
は
係
だ
っ
た
の

で
、
集
合
場
所
な
ど
を
確
認
し
な
が

ら
市
内
を
巡
回
し
て
い
た
が
、　
一
向

に
メ
ン
バ
ー
を
見
か
け
な
い
の
で
少

し
心
配
に
な
っ
た
。
時
間
が
少
し
あ

る
の
で

「
お
茶
で
も
飲
ん
で
、
ひ
と

休
み
―
」
と
、
中
心
街
の
喫
茶
店
に

入
っ
た
と
こ
ろ
で
、
び
っ
く
り
仰
天
。

何
と
、
大
半
の
人
達
が
そ
こ
で
休
ん

で
お
ら
れ
た
の
だ
。
ど
な
た
も
、
湖

東
三
山
の
長
い
参
道
を
歩
き
、
相
当

く
た
び
れ
た
ご
様
子
だ
っ
た
。

◆
帰
り
の
バ
ス
の
車
内
で
◆

今
回
の
研
修
旅
行
は
、
訪
問
先
が

多
く
、　
一
つ
一
つ
の
場
所
で
時
間
を

そ
れ
な
り
割
い
た
の
で
、
帰
り
が
や

や
遅
く
な
っ
た
。
斉
藤
副
会
長
は
、

結
び
の
言
葉
で
一
日
の
研
修
を
振
り

返
り
、
持
ち
前
の
ユ
ー
モ
ア
と
機
知

に
溢
れ
る
国
調
で
、
次
の
よ
う
に
締

め
く
く
ら
れ
た
。

「今
日
の
研
修
旅
行
に
は
、
女
性

の
方
が
多
く
参
加
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
皆
さ
ん
、
湖
東
三
山
の
長
い
参

道
を
頑
張

っ
て
登
ら
れ
、
本
殿
で
は

熱
心
に
安
産
祈
願
を
さ
れ
た
か
と
思

い
ま
す
。
で
も
、
皆
さ
ん
は
き
つ
と

難
産
だ
と
思
い
ま
す
よ
。
何
故
な
ら
、

あ
ま
り
に
産
道
が
長
い
の
で
…
ね
。
」

◆
旅
行
を
終
え
て
◆

副
会
長
も
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、

日
程
的
に
少
し
無
理
が
あ
っ
た
。
企

画
者
の
百
貝
と
し
て
反
省
し
て
い
る
。

天
台
の
若
き
僧
達
が
、
決
意
を
胸

に
、
こ
の
長
い
参
道
を
登
り
入
山
し
、

遥
か
琵
琶
湖
や
比
叡
の
山
々
、
京
の

都
に
想
い
を
馳
せ
な
が
ら
、
僧
坊
で

日
々
の
修
行
に
邁
進
す
る
姿
が
浮
か

び
上
が
り
、
思
わ
ず
胸
を
熱
く
し
た
。

意
義
深
い
一
日
だ
っ
た
。

①壮麗な多賀神社拝殿

②西明寺名勝「蓬莱庭」

③紅葉におおわれた二重塔④本坊 喜見院庭園
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郷
土
の
歴
史
文
化
に
目
覚
め

地
域
の
未
来
を
語
る

〓
一　

浦
　

泰
　

治

郷
土
の
古

↑
に
し
こ

の
歴
史
文
化

を
学
び
そ
の
時
代
の
人
々
の
心
を
偲

び
、
地
域
の
未
来
に
夢
を
託
す
。

郡
上
市
の
平
成
二
十
五
年
度
集
落

点
検
、
夢
と
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
モ
デ
ル

事
業
の
補
助
金
を
受
け
て
、
地
域
に

点
在
す
る
史
跡
の
整
備
と
自
然
環
境

の
手
入
れ
を
地
元
有
志
団
体
で
あ
る

「篠
脇
文
化
顕
彰
会
」
が
中
心
と
な

り

一
年
か
け
て
実
施
し
て
き
ま
し

た
。同

顕
彰
会
は
地
域
の
文
化
遺
産
を

守
る
た
め
、
昭
和
四
十
四
年
有
志
二

十
名
程
で
発
足
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
地
域
は
十
四
世
紀
の
郡
上
の

領
主
で
あ

っ
た
東
氏
が
篠
脇
城
を
築

き
、
八
代
約
二
百
三
十
年
に
わ
た
り
、

郡
上
を
治
め
た
拠
点
で
あ
り
、
現
在

で
も
そ
の
時
代
の
遺
跡
が
全
域
に
わ

た
り
点
在
し
て
い
る
里
で
す
。

今
回
補
助
金
を
受
け
、
整
備
を
兼

ね
て
十
四
カ
所
に
案
内
看
板
を
設
置

し
ま
し
た
。

こ
れ
は
顕
彰
会

の
設
立
当
初

の
理

念
で
あ
る
文
化
遺
跡
を
探
訪
し
、
祖

先
の
偉
業
を
偲
び
、
郷
土
の
誇
り
高

き
文
化
に
住
民
自
身
が
学
習
し
て
、

自
信
を
持
っ
て
伝
承
し
て
い
か
な
け

れ
ば
と
の
思
い
か
ら
で
し
た
。

地
域
内
の
絆
が
薄
れ
つ
つ
あ
る
現

在
、
交
流
の
活
性
化
を
次
世
代
に
向

け
て
魅
力
あ
る
地
域
に
す
る
た
め
、

他
か
ら
の
交
流
人
口
を
増
や
し
、
未

来
に
向
か
っ
て
新
し
い
文
化
を
築
き

上
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
て

い
ま
す
。

案
内
標
識
板
を
設
置
し
た
場
所

は
、
八
神
神
社
、
東
林
寺
跡
、
水
神

冊
子
を
作
成
す
る
な
ど
、
今
後
の
検

討
課
題
と
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
事
業
と
し
て
、
木
蛇
寺

Ｔ

く
じ
や
じ

か
ら
近
次

つ
か
つ
ぎ

に
至
る

栗
巣
川
沿
い
の
桜
並
木
の
整
備
も
実

施
し
ま
し
た
。
大
和
町
発
足
の
記
念

事
業
と
し
て
植
樹
さ
れ
た
も
の
で
す

が
、
長
年
手
入
れ
が
で
き
ず
荒
れ
て

い
ま
し
た
。
会
員
だ
け
で
は
負
担
が

重
く
専
門
業
者
に
も
依
頼
し
ま
し

た
。　
そ
し
て
、
見
事
な
装
い
と
な

り
、
記
念
に

「桜
本
親
水
遊
歩
道
」

Ｔ
く
ら
も
と
し
ん
す
い
ゆ
なヽ
ど
２ヽ
と
命
名
し

標
柱
を
設
置
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

明
建
神
社
参
道
の
桜
並
木
と
共

に
、
桜
の
花
の
季
節
の
み
な
ら
ず
、

一
年
を
通
じ
て
栗
巣
川
沿
い
の
散
策

を
楽
し
ん
で
頂
き
た
い
と
願

っ
て
お

り
ま
す
。

東
家
の
存
在
が
地
元
に
与
え
た
歴

史
、
文
化
的
な
影
響
は
現
在
も
引
き

継
が
れ
て
い
ま
す
。
恩
恵
を
私
た
ち

は
し

っ
か
り
受
け
止
め
て
、
未
来

へ

大
切
に
伝
承
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

豊
か
な
自
然
と
文
化
財
に
恵
ま
れ

た
大
和
町
、
未
来
に
夢
を
託
し

一
歩

一
歩
あ
ゆ
み
を
続
け
て
い
き
ま
し
ょ

つヽ′。今
回
の
事
業
に
当
た
り
、
顕
彰
会

長
滝
日
準

一
氏
、
フ
イ
ー
ル
ド
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
館
長
金
子
徳
彦
氏
に
は
特

別
な
ご
配
慮
を
頂
き
ま
し
た
。

神
社
、
慈
永
大
姉
の
墓
、
木
蛇
寺
跡
、

千
人
塚
、
長
刀
清
水
、
常
縁

・
宗
祇

連
歌
の
碑
、
民
造
岩
、
篠
脇
三
十
三

観
音
、
篠
脇
山
霊
魂
堂
の
由
来
、
三

日
坂
、
八
幡
神
社
、
守
山
神
社
の
十

四
カ
所
で
す
。

地
元
の
方
々
を
は
じ
め
訪
れ
る
観

光
客
の
皆
さ
ん
に
も
健
保
コ
ー
ス
と

し
て
歩
き
な
が
ら
案
内
板
を
読
ん
で

い
た
だ
き
、
そ
の
歴
史
に
思
い
を
馳

せ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
も
三
十
余
条
の
空
堀

（自
の
目

堀
）
跡
が
残
る
山
城
の
篠
脇
城
、
明

建
神
社
、
東
氏
館
跡
庭
園

（郡
上
市

で
唯

一
国
の
名
勝
指
定
さ
れ
て
い

る
）

一
帯
を
古
今
伝
授
の
里

・
フ
イ

ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
し
て
地
域

の
拠
点
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
よ
り

い
っ
そ
う
多
く
の
方
々
に
楽
し
ん
で

い
た
だ
く
た
め
に
、
わ
か
り
や
す
い

①文化財愛護標識板の設置

②文化財愛護標柱の設置

③桜本親水遊歩道の草刈り

④明建神社横大門の桜並木紅葉
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夕

や

け

大

野

紀

子

わ
れ
独
り
深
き
呼
吸
を
ひ
と

つ
せ
り

仄
白
き
月
の
雫
あ
び

つ
つ

病
む
母
に
夫

の
買
ひ
き
し
額
絵
な
り

白
き
牡
丹
の
ふ
た

つ
が
匂
ふ

病
み
て
よ
り
三
度
の
冬
を
ゆ

つ
た
り
と

母
は
清
や
か
夕
や
け
の
中

鳥
五
羽
ア
ホ
ウ
阿
房
と
言
ひ
あ
ひ
て

夕
や
け
空
を
高
く
去
り
ゆ
く

初

彦

土目
　
木
　
ユ
リ
子

ま
だ
暮
れ
ぬ
空
の
彼
方
の
二
日
月

細
目
の
友
の
ま
な
ざ
し
に
似
て

朝
霧
の
八
重
に
ひ
ろ
が
り
鈴
の
音
を

遠
く
伝
え
て
僧
現
れ
り

青
空
を
風
押
し
や
り
て
吹
き
荒
れ
る

見
え
ぬ
力
に
流
・さ
れ
て
行
く

サ
ク
サ
ク
と
夫
が
作
り
し
玉
ね
ぎ
を

食
め
ば
初
夏
は
じ
け
る
如
し

田
結
場
薫

石
　
神
　
尭

水
田
に
映
る
家
並
み
の
シ
ン
メ
ト
リ
ー

今
朝
は
児
童
ら
の
列
も
加
わ
り

田
植
機
の
描
く
放
物
線
そ
れ
ぞ
れ
に

少
し
異
な
る
植
え
手
の
癖
か

通
院
を
理
由
ボ
旅
行
を
断
る
日

咲
き
継
ぐ
辛
夷
を
数
え
て
日
過
ご
す

古
ぼ
け
た
我
が
家
の
雛
壇
上
段
は

熙
鷹
劇
ｑ
掴
瀑

Ｒ

・

寛

　

　

明

棲
つ
い
て
お
菊
二
十
四
花
石
相

蛍
飛
ぶ
里
の
ぼ
っ
と
り
軋
む
音

余
所
の
子
の
金
魚
賊
い
を
見
て
飽
か
ず

急
流
を
い
く
度
く
ぐ
る
囮
鮎

草
い
き
れ
な
ほ

一
仕
事
ふ
た
仕
事

ほ
・と
多
ま

す

】込
　
藤
　
富
貴
子

ほ
と
と
ぎ
す
鳴
き
声
耳
に
姿
目
に

山
法
師
風
に
動
き
ぬ
白
十
字

麦
秋
や
麦
か
ぶ
れ
せ
し
日
さ
び
い
ろ
に

今
昔
や
飛
騨
の
山
越
え
渓
山
葵

豆
植
う
る
ま
め
に
働
く
万
倍
日

Ｓ

≪

Ｄ

ぐ

そ

，

～

ぐ
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癬
讐

景
華
一業
一義
一告
一・書

四
月

一
九
日

二
五
日

五
月

一
二
日

日木  金

二
五
日

六
月
　
一二
日

四
日

五
日

二
〇
日

七
月
　
一

一
一

二
八
日

八
月
　
七
日

三
〇
日

九
月
二
〇
日

二
五
日

一
〇
月

一
日

二
四
日

一
一
月
　
五
日

一
五
日

二
〇
日

二
月
　
七
日

二
月

一
〇
日

一
八
日

三
月
二
十
日

水火 月土木
）

木 火

日日

木火木火 月土水 金  木

春
季
日
帰
り
研
修

（琵
琶
湖
遊
覧
―
竹
生
島
―
と
湖
岸
の
古
刹
を
訪
ね
る
）

参
加
者
二
六
名

第

一
回
郡
上
市
文
化
財
保
護
協
議
会
理
事
会

（二
五
年
度
諸
計
画
等
）

第

〓
回
執
行
部
会

（新
年
度
へ
の
取
り
組
み
）
、
平
成
二
四
年
度
会
務

・
決
算
報
告

に
つ
い
て
、

平
成
二
五
年
度
事
業
計
画

・
予
算
案
に
つ
い
て
、
副
会
長
候
補
の
選
任
に
つ
い
て
、

会
員
拡
大
に
つ
い
て
、
平
成
二
五
年
度
第

一
回
役
員
会

・
総
会
に
つ
い
て
、

「文
化
財
や
ま
と
」
編
集
委
員
会
　
原
稿
依
頼
そ
の
外

白
雲
山
や
す
ら
ぎ
の
森
　
森
林
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の
案
内

（
一
一
時
～
）

大
和
町
関
係
職
員
へ
白
雲
山
の
案
内

（九

一
〇
〇
～
）

県
文
化
財
保
護
協
会
総
会
、
（於

一
シ
ン
ク
タ
ン
ク
）

第

一
回
役
員
会

平
成
二
四
年
度
会
務

・
決
算
報
告
、
平
成
二
五
年
度
事
業
計
画

・
予
算
案
、
副
会
長

の
選
任
、
平
成
二
五
年
度
総
会
、
会
費
徴
収
、
郡
上
市
文
化
財
保
護
協
議
会
市
内
文

化
財
め
ぐ
り
に
つ
い
て

（担
当
大
和
町
）

平
成
二
五
年
度
総
会

（出
席
者
二
七
名
）

①
感
謝
状
贈
呈

②
平
成
二
四
年
度
会
務

・
決
算
報
告
、
監
査
報
告

③
役
員
改
選
に
つ
い
て

④
平
成
二
五
年
度
事
業

・
予
算
の
承
認

⑤
郡
上
市
文
化
財
保
護
協
議
会
の
市
内
文
化
財
め
ぐ
り
に
つ
い
て

会
報

「文
化
財
や
ま
と
」
発
刊

（発
行
部
数
三
〇
〇
部
）

◎
引
続
き

「
四
〇
周
年
記
念
事
業
の
成
果
の
解
説
」
佐
藤
光

一
会
長

第
二
回
役
員
会

大
和
北
小
学
校
児
童

・
Ｐ
Ｔ
Ａ
に

「大
和
町
文
化
財
マ
ッ
プ
」
を
使
っ
て
、
大
和
町

の
文
化
財
の
説
明
の
説
明

東
氏
館
跡
庭
園
池
泉
清
掃

・
阿
千
葉
城
跡
清
掃

（剣
上
地
区
参
加
）
参
加
者
三
七
名

七
日
祭

・
薪
能

第
二
回
執
行
部
会

研
修
部
会

（秋
季
日
帰
り
研
修
に
つ
い
て
）

郡
上
市
文
化
財
保
護
協
議
会
「
文
化
財
探
訪
の
旅

（松
本
市
、
松
本
城

・
市
立
博
物

館

・
旧
開
智
学
校
等

（広
報
は
８
月
初
旬
）

第
二
回
役
員
会

（平
成
二
五
年
度
秋
季
日
帰
り
研
修
の
計
画

・
実
施
に
つ
い
て
）

郡
上
市
文
化
財
保
護
協
議
会

「市
内
文
化
財
め
ぐ
り
」
於

一
大
和
庁
舎
防
災
研
修
室
、

第
二
会
場
古
今
伝
授
の
里
フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
文
化
財
展
示
室
の
案
内
。

参
加
者
五
〇
名

（内
、
市
外
参
加
者
二
〇
名
）

郡
上
市
文
化
財
保
護
協
議
会
第
二
回
理
事
会

（文
化
財
愛
護
標
柱
の
更
新
。
大
和
町

分
は
、
金
銀
神
社
の
石
造
狛
犬
の
一
本
と
、
長
徳
寺
の
本
堂
ほ
か
三
本
分
）

秋
季
日
帰
り
研
修

（多
賀
大
社
、
湖
東
三
山
、
信
楽
伝
統
産
業
会
館
、
他
）

参
加
者
二
六
名

第
二
回
執
行
部
会
　
第
四
回
役
員
会
に
つ
い
て
、
そ
の
他

第
四
回
役
員
会
、
事
業

・
会
計
中
間
報
告
等
、
引
き
続
き
懇
親
会

研
修
部
会

（平
成
二
六
年
度
春
期
研
修
計
画
）

第
五
回
役
員
会

（平
成
二
五
年
度
春
季
日
帰
り
研
修
、
新
年
度
の
諸
計
画
に
つ
い
て
）

文
化
財
愛
護
標
柱
の
建
て
替
え

（金
匁
神
社
、
長
徳
寺
の
分
）
四
名

蜻

魃

五
月
　
一
一日

七
日

一
七
日

二
〇
日

二

一
日

三
二
日

六
月
二
〇
日

七
月
　
七
日

二
七
日

入
月
　
七
日

九
月

　

一
日

一
九
日

○
月

〓
一日

一
月
二

日

二
月
　
ェハ
日

金 木  水 火   土 水 金

二
月

一
〇
日

二
〇
日

三
月

一
七
日

四
月

一
一
日

（金
）

春
季
日
帰
り
研
修
―
金
沢
市

（寺
町

・
兼
六
園

・
武
家
屋
敷

・
近
江
市
場
）

参
加
者
二
六
名

第

一
回
岐
阜
県
文
化
財
保
護
協
会
　
理
事
会

第

一
回
郡
上
市
文
化
財
保
護
協
議
会
理
事
会

（役
員
改
選
、
一
二
ハ
年
度
諸
計
画
等
）

第

一
回
執
行
部
会

（大
和
庁
舎
三
〇
二
会
議
室
）

新
年
度
へ
の
取
り
組
み

「文
化
財
や
ま
と
」
編
集
委
員
会
　
原
稿
の
進
捗
状
況
の
確
認
等

岐
阜
県
文
化
財
保
護
協
会
　
総
会

（於

¨
シ
ン
ク
タ
ン
ク
）

第

一
回
役
員
会

（大
和
庁
舎
二
〇

一
会
議
室
）

平
成
二
六
年
度
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
（内
容

一
一
六
日
の
執
行
部
会
に
同
じ
）

「文
化
財
や
ま
と
」
最
終
編
集
会
議

平
成
二
六
年
度
総
会
、
（大
和
庁
舎
　
防
災
研
修
室
）

①
平
成
二
五
年
度
会
務

・
決
算
報
告
、
監
査
報
告

②
平
成
二
六
年
度
事
業

・
予
算
の
承
認

③
理
事
の
交
代
に
つ
て

④
会
員
拡
大
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

（報
告

・
今
後
の
取
り
組
み
）

⑤
講
話

（交
渉
中
）

会
報

「文
化
財
や
ま
と
」
三
九
号
発
刊

（
発
行
部
数
三
〇
〇
部

）

第
二
回
役
員
会

（奉
仕
作
業
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
）

東
氏
館
跡
庭
園
池
泉
清
掃

・
阿
千
葉
城
跡
清
掃

（剣
上
地
区
参
加
）

七
日
祭

・
薪
能

第
二
回
執
行
部
会

研
修
部
会

（
秋
季
日
帰
り
研
修
に
つ
い
て
）

第
二
回
役
員
会

（平
成
二
六
年
度
　
秋
季
日
帰
り
研
修
の
計
画
・実
施
に
つ
い
て
）

第
三
回
執
行
部
会
　
第
四
回
役
員
会
に
つ
い
て
、
そ
の
他

第
四
回
役
員
会
、
事
業

・
会
計
中
間
報
告
、
当
面
の
課
題
に
つ
い
て
、
引
き
続
き

懇
親
会

研
修
部
会

（平
成
二
七
年
度
春
期
研
修
計
画
）

第
五
回
役
員
会

（平
成
二
七
年
度
春
季
日
帰
り
研
修
、
役
員
改
選
に
つ
い
て
）

岐
阜
県
文
化
財
保
護
協
会
　
理
事
会

（於

¨
シ
ン
ク
タ
ン
ク
）

以
下
期
日
未
定

郡
上
市
文
化
財
保
護
協
議
会
「
文
化
財
探
訪
の
旅
」

郡
上
市
文
化
財
保
護
協
議
会

「市
内
文
化
財
め
ぐ
り
」

郡
上
市
文
化
財
保
護
協
議
会
第
二
回
理
事
会

秋
季
日
帰
り
研
修

火 金 火  土 金 金 金 月 木 日 月
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会 簿 (順不D 平成 26年 6月現在

● 顧問

旗 勝 美 験1)88-2031

日 置 敏 明 (人間見)88-2254

■ 剣

森 前 とし子   88-3479
/1ヽ 池 祐 _     88--4064

/1ヽ 池 圭 子     88-4064

田 中 和 久 鯉事)88-2200

田 中 康 ク、     88-2200

山 下 妙 子     88-2405

'可

 合    ′巨 (理事)88-2358

,可
△
口 尚   88-2304

昔
同 橋 義  -    88-3792

日 置 智 夫     88-2730

田 代 全 廣     88-3835

田 代 寿 子     88-3835

カロ 藤 血
ハ

子     88-3687

河 合 利 雄 鯉事)88-3520

力ll 藤 文 蔵      88--2802

佐 藤 光 ‐ (会長)883201
佐 藤 八重子   88-3201
山 内 博     88-2886

山 内 悦 子   88-2886
林 千 里     88-3333

本す 瀬 メ、   88-2128

村 瀬 方 彦  88-2008
日 置 武 雄     88-2303

■大間見

大 野 一 道 (理事)882230
大 野 紀 子  88-2230
青 木 ユリ子   88-3477
村 井 紀 幸 (理事)882323
オ寸 井 正 蔵    88-2323

野 田 英 志     88-2285

池 田 充 彦 鯉事)88-2796
/Jヽ野江    勉    88-2725

清  水  一  作     88-3086

藤 代 順 行  88-3060
松 井 賢 雄 (理事)88-3991

坪 井 由佳子   88-3990
■万 場

石 ネ申 発 生 (理事)88-2413

畑 中 宣
（

澄     88-2441

肖́ 葉 禾日 巳     88-2503

黒  岩  弘  [己     88-2458

桑 田 守 夫    88-2514
/1ヽ 倉 主

我 明    88-3224
/Jヽ  倉  津7由子     88-3224

桑 田 洋 - 88-2414
目 地 正 男     88-2447

大 井 正 明 (理事)88-2894

井 俣 初 枝  88-2758
寛 伸 雄    88-2532

寛     明  代     88-2532

大 井 峰 雄      88--2893

大 井
レ
ｃ も,2     88-2893

旗 清 子 鯉事)88-4170

大 中 登志枝   88-3624
■徳 永

山 内 孝 一 (理事)88-2616

糸田 江 幸 久 倍調 88-4157

遠 藤 富貴子 鯉事)88-4141
注込 藤 賢 逸    88-4141

渡 辺 千 恵     88-3280

本寸  瀬  弥治良F     88-2602

渡 辺 睦 子     88-2076

■神 路

山 田 正  代 (理事)88-2114

臼 田 浄 円   88-3461
羽 生 清    88-2271

山 田 味代子   88-2844
山 田 敬 子    88-2336

臼 田 金 市    88-3883

臼 田 路 子    88-3883

野 田 加奈枝   88-3460
山 田 幸 子    88-2693

■ 牧

齋 藤 武 生 (副会長)88-3922

齋 藤 純 子     88-3922

滝  日 一 正   88-3064
松 森 幹 男    88-3919

遠 藤 伝 司  883934
日 置  光  -    88-3001

瀧 日 千代美   88-3059
浦 泰 治 鯉事)88-9080

粟飯原 明 子   88-2362

日 置 人 司  88-2662
滝 日 準 一 艦事)88-2705

尾  藤     矢E     88-2353

田 口 勇 治 (理事)88-3950
注返 藤 一局 真     88-2890

野 田 一黒 ワロ     88--3043

カロ 藤 男    88-2870
金 子 政 子     88-3426

早 瀬 ふみ子   88-3327
日 置 康 夫     88-3788

■栗 巣

寛   政之助 鯉事)88-4031

島 山奇 増 造 鑑事)88-2236

野 田 恵 光     88-4027

増 田 洋 子     88-4041

■古 道

細 川   優 鯉事)88-2861

清 水 克 巳    88-2862

野 口 喜代子   88-3084
金 子 徳 彦倒会長)88-3063
注遅 藤 弘 隆    88-3976

■名皿部

佐 尾 チ ドリ 鯉事)88-3544

有 代 員 一 鯉事)88-3791

■落 部

常 平   毅 鯉事)88-3837

本 川 喜代±   88-3833
本 清 子    88-3833

柴 垣 諭    88-3239

柴 垣 香久子   88-3239
■ 島 (洞回。野口・福田)

奥 田 昌 明  882520
森 藤 雅 毅 鯉事)88-2684

奥 田 弘 渕5     88--2431

木 島 清     88-3304

森 藤 龍 史    88-2154

森   憲 司 陰計)88-2554

田 中 篤     88-2792

山 田 長 次     88-3648

正  会  員

家 族 会 員

98名

15名

計
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項 目 決 算 額 摘 要

前 年 度 繰 越 金 4,711

会 員 会 費 208,000
正会員2,000円 ×98名

家族会員1,000円 ×12名

役 員 研 修 会 費 i7,000

助  成  金 81,000 郡上市より

雑 収 入 8,074
春季日帰り研修残金
預金利息

△
計 318,785

◆◆◆平成25年度 決算報告書 ◆◆◆

(収入の部) (単位 :円 )

(支出の部)

◆◆◆平成26年度 予算(案)◆◆◆

(収入の部)             (単 位 :円 )

(単位 :円 ) (支出の部) (単位 :円 )

項 目 予 算 額 摘 要

会 社峨 費 15,000

総  会  費 5,000 お茶

会 議 費 10,000
執行部会 運営各部会
役員会

事 業 費 210,000

会 報 発 行 費 70,000 「文化財やまと39号J300部

奉 仕 活 動 費 15,000
文化財清掃奉仕作業
傷害共済

役 員 研 修 費 30.000 資料代 弁当代

文 化 財 保 護 費 15,000
七日祭・赤保木祭奉納
文化財標柱設置

研 修 旅 行 費 50,000 春季・秋季日帰り研修補助

記念事業積立金 3,0000

事 務 局 費 35,000

消耗品・事務費 20,000 用紙代・F「帰J代

通  信  費 15,000 はがき・切手代 メール便送料

負 担 金 50,000
県協会 :30,000

市協議会:20,000

予 備 費 14,500

△
計 324,500

「文
化
財
や
‥
と
」
第
二
九
号
　
平
成
二
十
六
年
六
月
二
十
日
発
行
　
発
行
者
／
大

‥
ｒ
文
化
財
保
護
協
会
　
代
表
者
／
佐
藤
光

一　
印
刷
者
／
白
鳥
印
刷

平成25年度の歳入・歳出処理について監査を行った結果、適正に処理されていました。

平成26年 5月 21日

監事 島 崎 増 造
帷 ポ

滝 日 準 一 曜)

□
□
□
□

「文
化
財
や
ま
と
」
の
編
集
を
初

め
て
担
当
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。五

月
、
会
報
の
発
行
を
心
配
さ

れ
た
先
輩
諸
氏
か
ら
の
忠
告
で
よ

う
よ
う
動
き
出
し
た
も
の
の
、
原

稿
依
頼
し
た
方
か
ら
は
、
も

つ
と

早
く
に
知
ら
せ
て
ほ
し
い
と
の
、

お
叱
り
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。本

号
の
記
事
の
中
で
、
殊
に
、

日
置
智
夫
氏
の

「大
和
町
観
音
堂

石
仏
に
つ
い
て
」
は
、
二
否

に
及

び
、
内
容
の
奥
深
さ
に
は
、
深
く

感
動
し
ま
し
た
。

三
浦
泰
治
氏
は
、
牧
地
区
の
皆

さ
ん
の
取
り
組
み
の
一
端
を
記
し

て
下
さ
い
ま
し
た
。
地
域
ぐ
る
み

の
活
躍
に
脱
帽
し
ま
す
。

編
集
委
員
の
一
致
協
力
の
お
蔭

で
、
提
出
い
た
だ
い
た
原
稿
の
校

正

・
編
集
な
ど
、
初
体
験
の
こ
と

ば
か
り
の
中
で
、
よ
う
や
く
会
報

第
三
九
号
の
発
行
に
た
ど
り
着
き

ま
し
た
。

今
回
の
反
省
を
も
と
に
、
次
回

か
ら
は
年
間
を
通
し
て
し
っ
か
り

取
り
組
む
決
意
を
し
ま
し
た
。

記
事
を
執
筆
し
て
い
た
だ
い
た
皆

様
に
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（幸
久
）

項 目 予 算 額 摘 要

前 年 度 繰 越 金 6041

会 費 211,000
正会員2,000円 ×99名

家族会員1,000円 ×13名

役 員 研 修 費 26,000

助 成 金 81,000 郡上市より

雑  収  入 459 預金利息、他

合 計 324,500

項 目 決 算 額 摘
・

要

会  議  費 13,494

総  会  費 5,014 お茶 感謝状額

本
祓 費 8,480

執行部会 運営各部会
役員会

事  業  費 167,930

会 報 発 行 費 51,345 「文化財やまと38号」300部

奉 仕 活 動 費 11,844
文化財清掃奉仕作業
傷害共済

役 員 研 修 費 20,969 資料代 弁当・お茶代

文 化 財 保 護 費 13,650
文化財標柱設置
七日祭・赤保木祭奉納

研 修 旅 行 費 20,122 秋季日帰り研修補助

記念事業積立金 50,000

事 務 局 費 43,320

消耗品費・事務費 30,290
DVD寄贈29ヶ所
用紙代・F「刷代

通  信  費 13,030 はがき,切手 メール便送料

負  担  金 50,000
県協会 :30,000

市協議会 :20,000

予  備  費 香典3 供花1

次 年 度 繰 越 金 6,041

合 計 318,785

-10-


